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１．研究目的･内容 

本研究は、大規模データのマイニングをターゲットとして、新たな知識融合型クラスタリング

技法を開発することを目的とする。特に、クラスタ構造に対して人間が持つ知識の抽出を通じた

知識ベースの構築を進め、新たなデータ解析の方法論を確立する。本研究では、クラスタ構造の

定量的評価に用いられる妥当性基準を中核としたアルゴリズムの構築に取り組んだ。 

２．研究経過及び成果 
 具体的な研究課題と本研究で明らかにすること 

 本研究では、クラスタ構造に対して人間が持つ知識の抽出を通じた知識ベース構築とモデル開

発を通じて、大規模データに対する新たなデータ解析の方法論を確立するという観点から、以下

3 つの課題を設定した。  
  課題 1：クラスタ構造の定量的・定性的評価による知識ベースの構築と数理モデルの開発 
  課題 2：構築した知識ベースに基づくクラスタ数推定アルゴリズムの開発 
  課題 3：実データを用いた数値実験による開発手法の評価と技法の包括的発展  
 以降、上記の研究項目に従い、これまでの研究成果を報告する。 
 
 課題 1：クラスタ構造の定量的・定性的評価による知識ベースの構築と数理モデルの開発 

  データの分布、アルゴリズムの分類規則、クラスタの幾何的形状などの観点から、クラスタ構

造に対する知識ベースと数理モデルの開発を目的とし、以下の項目について実施した。 
（1）クラスタ構造の定量的・定性的評価：先行研究および実データの事例から、大規模データの

特徴的なクラスタ構造を調査した。さらに、妥当性基準を用いた定量的評価を重点的に行い、

人間の感覚と適合するものとそうでないものを選別した。 
（2）知識ベースのプロトタイプ開発：（1）の調査内容を基に、クラスタ構造に対する知識抽出を

行い、知識ベースのプロトタイプを開発した。その際、計算コスト、扱えるデータ規模、分

類性能の観点から、大規模データに適用可能かどうかに注目して整理した。 
 
 課題 2：構築した知識ベースに基づくクラスタ数推定アルゴリズムの開発 

 構築した知識ベースに基づく知識融合型クラスタリングの開発を目的とし、以下について実施

した。 

（3）知識融合型クラスタリング技法の開発：知識ベースに基づいた知識のモデル化を行い、知識

融合型クラスタリングを開発した。本研究に先駆けて開発した手法である妥当性基準を用い

た 2段階クラスタリング（R. Ozaki et al., SCIS&ISIS2016）にカーネル法および分割係数によ

る妥当性基準を適用することで、従来手法では扱うことが困難であった非線形構造を持つデ

ータを柔軟に処理することが可能となった。また、従来はクラスタリングの定量的評価に用

いられる指標と考えられていた妥当性基準が、クラスタ結合においても有用な指標となるこ

とを明らかにした。 



（4）既存手法との比較検討：UCI Machine Learning Repository などで公開されているベンチマー

クデータを用いて開発手法の評価を行った。分類規則、分類精度、扱えるデータ規模などに

ついて、既存手法と比較検討し、開発手法の性能評価を行った。その結果、開発手法の分類

規則、分類精度については既存手法と同等以上の性能を持つことが確認できた。しかしなが

ら、既存手法に比べてアルゴリズムの計算量が著しく増大する事例も確認された。そのため、

計算コストの改善について、構築した知識ベースの修正、アルゴリズムの高速化、簡易化に

ついて継続して再検討を続けている。 

 
 課題 3：実データを用いた数値実験による開発手法の評価と技法の包括的発展 

 開発したクラスタ数推定アルゴリズムを用いた実データの解析事例を蓄積し、実用化に必要と

なる項目の改善を進めた。これまでの検討を踏まえ、次の項目について実施した。 

（5）実データを用いた開発手法の評価：実データを用いたベンチマークテストを蓄積し、開発手

法の評価を行った。解析対象として、比較的規模の大きい実データであるソーシャルデータ

を対象とし検証を行い、大規模データを扱う際の問題点を抽出した。 

（6）大規模データマイニングの実用化：実データの検討を通じて、扱えるデータの規模、複雑さ、

分類性能などの観点から、本研究課題で開発した知識融合型クラスタリングの特徴を明らか

にした。小規模のデータについては従来手法を上回る性能と考えられるが、比較的規模の大

きいデータに対しては、特に計算コストの観点から十分に上回っているとは言えない現状に

ある。そのため、本研究で開発した手法をより実用的なものとするため、分類精度、計算コ

ストの両面から引き続き検討を進めている。  
 最終的な総括・自己評価 

本研究課題の最終的な自己評価は次の 3点から行うこととなる。 

１. 新たなクラスタ数推定アルゴリズムを確立し、既存手法と比較した優位性を示せたか 

２. 知識融合型クラスタリングが大規模データマイニング実現の糸口となることを示せたか 

３. 大規模データマイニングを可能とする新たなデータ解析の方法論を構築できたか 

 これまでのところ、１については十分な成果が得られたと考えている。２、３については特に

計算コストの問題が重要と考えられることから、本研究課題により得られた成果をより波及させ

ることを目標として設定し、継続的に検討を進める。 
 

３．本研究と関連した今後の研究計画 
 今後の研究計画 

 本研究課題により得られた成果を足掛かりとし、今後の研究計画として以下を予定している。 
 

（１） 開発手法の実問題への適用を可能とする知識ベースの再構築 
（２） 様々なデータに適用可能な新たな妥当性基準の構築 
（３） 妥当性基準に基づく 2 段階クラスタリングの高度化 

 

 特に、Twitter などのソーシャルメディア上に蓄積された大規模データの分析、プライバシー保

護データマイニングなどの実問題への応用、計算コスト削減等を考慮したアルゴリズムの高度化

に取り組む。また、平成 29 年度中に査読付き学術論文雑誌へ掲載されるよう、研究成果をまとめ、

本研究課題を総括する。 
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